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　　 　　 　　 　　 　　 秦 　 幸 吉 ， 秦 　 利 之
寧

， 宮 崎 康 二

　 　　 　　 　 　　 目　　 的

　 妊娠 中の 高血 圧疾患 合併妊婦 に おい て 母体 眼

動 脈 血 流 計 測 を 行 い 、そ の 意 義 に 関 し て 検討 し

た 。

　 　　 　　 　　 　 方 　 　法

　 正 常 血 圧非妊 婦 （NN ） 17例 、妊娠 7 週 か ら

40週 ま で の 妊婦 64例 をnormotens 　ive　 pregnant

叮o皿en （NP ）群 29例 、 囮 iId　preecla 叩 sia （M

P ） 群 10例 、severe 　 preecla 皿psia （SP ） 群

6 例 、 tra皿sient 　 hypertension （TH ）群 8 例

chronic 　 hypertens　ion （CH ）群 11例 に分類 し

対 象 と し た。な お 、そ れぞ れ の 高 血 圧 疾 患 は

American 　college 　of 　Obstetricians 　and

Gynecologistsの 分 類 に 従 っ た 。眼 動脈血 流速

度 波 形 計 測 は 安静 側 臥 位 に て カ ラ
ー

お よ び パ ル

ス ドプ ラ法を 用 い 、 左 右 の 眼動 脈の 記録 を行 っ

た 。得 られ た 血 流速度 波形 よ りpulsatility

index （PI ） を 算 出 し 、 左 右 の 値 を平 均 して

解析 に用 い た 。ま た 、平 均 血 圧 （MBP ） も 同

時に 測 定 した 。

で あ っ た （p ＜0．05） 。 ま た、 NP 群 の PI が

最 も 高値で あ っ た （p ＜0．05）．MP 群 の PI

は TH 群 の そ れ よ り有 意 に 低い 値 を示 した

（p 〈 0．05） 。 MP 群 と CH 群 、　 TH 群 と CH

群 の 間 に はそ れ ぞれ 有意 差がなか っ た。MBP

は NN 群 83± 9mmHg 、　 N 　P 群 79± 9mmHg、
　 MP 群

112± 8皿mHg 、　 S　P 群 130 ± 7皿mHg 、　 T 　H 群 108± 3

m皿Hg、　 C 　H 群 119 ± 11mmHg で あ っ た 。
　 M 　B 　P と

PI と の 間に 、 MBP ニ138．18− 14．203 ・

（PI ）
2
十 2．4771 。　（PI ） 3 （R2 ＝ 　65．4％ 、

p ＜ 0．0001） と有意 な 負の 相 関 が 認 め られ た 。

　 　 　 　 　 　 　 　 結 　 　 論

　妊 娠 中 の 高 血圧 妊婦 で は 眼動脈 の 血 管拡張 、

すな わ ち 、orbital 　 vascular 　 vasodilatation

あ る い は hyperemia の 状 態で あ る こ とが 昭か と

な っ た。

　 　　 　　 　　 　 成 　　績

　 眼動脈 PI に左 右差 は認め ら れず 、 NP 群 で

は妊 娠 週数 に 伴 う変 化 もな か っ た。 PI は NN

群 2．55± O．　27、 NP 群 2．92 ± 0．59、　 MP 群 1．48

± O．　28、 SP 群 1．17± 0．08、　 TH 群 1．83 ± 0．26

CH 群 L74 ± 0．45で 、 SP 群 の PI が 最 も低値
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